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り南へ本堂の西に緑存星があり更に恥いて亘門星，貧塩気がありこれで本堂
を一週する．急いでみた．kめ精密ではないが七つの塚の位置を描いてみたが
挿圃の様に別に北斗の形になってみす，本堂を忌んで圓になってみて星座で
なら冠座の檬な形になってみる．七つの塚の大きさや柵の形，正面の向いて
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みる：方向等異ってみるので別に意味ないものと思はれたが記録してみた。次
の様である．
　破軍星　本堂の東元三十米のZF地にあり七つの塚の内最も大きく直経六米
位，正面は北側にあり八角形の園である．圃の中は土がやし盛上り太い檜一
本樫らしきもの十本位生へ中央附近に石塊あり長経二十糎位の石が土中から
出てみる．こXの木札に前記説明文が書かれてみるが他の六つの庭は軍に星
名のみが書かれてみる．
　武曲星　破軍星より北方の山林中の斜面にあり團の形は四角で直経は三米
位，正面は南にあり，木が四五本中央に苔の生へた石らしいものがある．
　廉貞星　嘉吉星の西諺米の山林中．園の形は六角で南面．木敷本石あり，
　文面星本堂の西端北方の山林申廉貞星と正しく東西になってみる．八角
南面，直経二米位七つの塚の内最小．太い木が一一一一一木あり昨年の雨風の爲か地
上三米位で折れてみる．石は見當らない．
　線存星　文曲説からだらだらと下りた本堂西側数米の腱にあり，八角南面n
細VO木が敷本あり白い石が多く嬉がり中央に立つ三十糎位の石に黒く梵字ら
しいものが見へてるる．
　互門星　線量星の南敷米の心地にあり，八角南面．綴存出歯油木石が多い．
併し石に文字らしいものは認められない．
　貧富星　本堂の李地へ上る石段の西霞米の慮にあり，八角東面．大きさは
直経三米位，柵や名札は七つ塚とも北新らしく名札の文字等全部明瞭に讃め
た．
　この塚と關心ないものであろうが本堂東側に池あり辮財天が祭ってある・
大戸氏によって七つの塚全部の撮影がされる．本堂の老人はこの塚に歯する
知識が無いらしいので表に出て富商丁の寺の事務所に文献共益何か資料でも
得られムばと尋ねて行く．　（つt一く）
ヵ1レソト・トピクス　木星と土星とはアンモニヤとメタン瓦斯に包まれ
　てるる，金星の大氣は，しかし，炭酸瓦斯（CO2）である．
